
私たちの活動
「生物多様性龍高プラン」

第13回食虫植物国際会議が2023年5月26日～28日、姫路市民会館で開催されました。龍野高校自然科学部生物班も、国内外の発表者とともに発表を行いました。当初は

「モウセンゴケは菜食家だった⁉」の研究テーマで、モウセンゴケは食虫植物になる以前は胞子や花粉などの植物体を粘液でとらえ栄養としていたと考えられることを発表予定
でした。しかし、コロナ禍のため3年遅れての開催となり、予定していた生徒も卒業し、今回新たにテーマを「生物多様性をまもる高校生の活動」の内容で発表を行いました。
大きく3つの内容を話しました。 1.姫路市近郊の自生地について 2.食虫植物が減少する原因 3.私たちの活動「生物多様性龍高プラン」 発表は日本語と英語で行いました。

うまく海外からの参加者に内容が伝わるか不安でしたが、生徒の発表中はうなづきながら聴いていただきました。その後の質疑応答では質問内容から十分に高校生の英語で
あっても、伝えられることが分かりました。日本の参加者が海外の発表者と直接質疑応答する姿を見て、英語コニュニケーション力の大切さがわかりました。

県立龍野高校
自然科学部

第13回食虫植物国際会議
姫路大会 で発表しました

試料は輪切りのストロー

姫路市近郊の自生地について
食虫植物が減少する原因

埋め立てや開発

野生動物の増加

外来生物の影響

阪神淡路大震災後のため池改修工事

自生地の保全活動

生息域外保全

増殖・栽培技術の開発

研究成果の公開 ・ 未来の人材育成

他団体との連携

発表者
川島 壷阪（2年）

大型草本の除去によりサギソウだけでなく食虫植物も増加

公園内のため池の湧水を利用して人工湿地を造成

サギソウで開発した培養技術を食虫植物に応用

各種の発表会やコンテスト、科学イベントで発表や展示・演示実験

自生地のある自治会や植物園・博物館との連携

高校生に発表の機会を与えていただいた、
国際会議事務局のみなさんに感謝します。

特定外来生物： 移動だけでなく栽培も禁止

絶滅危惧種サギソウも食虫植物モウセンゴケ・ミミ
カキグサも湿地に生育

➡サギソウの保全＝食虫植物の保全

食虫植物国際会議


